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論 文 内 容 の 要 旨 
【背景】前立腺肥大症（BPH）の患者において慢性尿閉/大量の残尿（一般的に 300ml 以上）が腎機
能に影響することはよく知られているが、それ以下の量の残尿の腎機能への影響に関しては明確に検
討されていない。本研究では BPH 患者において少量の残尿（100ml 未満）と CKD の関連について
検討した。 
【対象と方法】大阪市立大学病院泌尿器科外来でフォロー中の BPH 患者 160 名において１）CKD 
の有無と残尿の関係を比較検討した。２）残尿量と eGFR の関係を比較検討した。３）CKD を目
的変数としてその関連要因を、残尿を説明変数に含んだ多変量解析（ロジスティック回帰分析）にて
検討した。 
【結果】1)CKD 有りの群は有意に残尿が多かった。2)残尿量 12ml 未満の群では有意に eGFR が高
値であった。3)多変量解析の結果、残尿は有意で独立した CKD の関連要因であった。 
【結語】残尿は少量(100CC 未満)であっても腎機能と関連があることが示され、残尿は CKD の独
立した関連要因であることが示された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
2002 年に米国 K/DOQI によって初めて慢性腎臓病（Chronic Kidney Disease : CKD）の概念が提
唱されて以来、国際的に CKD の概念が広く認識されるようになった。わが国でも estimated 
glomerular filtration rate (eGFR) 60 ml/min/m2 未満の CKD ｽﾃｰｼﾞ 3 以上患者数は 1.000 万人以
上と推計されている。前立腺肥大症（Benign Prostatic Hyperplasia: BPH）も CKD と同じく、高
齢男性における common disease であり、進行した BPH による慢性尿閉が腎後性腎不全の危険因子
であることはよく知られているが、早期 BPH が腎機能に及ぼす影響はこれまであまり明らかにされ
ていなかった。本研究は BPH 患者を対象として、少量の残尿（100ml 未満）と CKD の関連につい
て検討したものである。 
大阪市立大学病院泌尿器科外来通院中のα1ブロッカーを内服している残尿100ml未満のBPH 患
者 160 名を対象として、eGFR を測定し横断的研究を施行した。そして、これら BPH 患者での CKD
の頻度、残尿量と eGFR の関係、CKD を目的変数としてその関連要因を、残尿を説明変数に含ん
だ多変量解析（ロジスティック回帰分析）にて検討した。 
その結果、CKD ｽﾃｰｼﾞ 3 以上を 51 名(31.9%)で認め、CKD ステージ別の患者群における残尿量平
均値はステージ 1 が 9.5±0.7 ml、ステージ 2 が 16.5±14.3 ml、ステージ 3 が 35.6±23.1ml、ステ
ージ 4 が 38.0±46.6 ml で、残尿量を 12ml 未満(正常群)、12ml 以上 50ml 未満、50ml 以上の群
の３群に分けて eGFR を比較検討したところ、残尿量 12ml 未満の群では他の 2 群と比較して有意
に eGFR が高値であった。また、多変量解析の結果、残尿量は年齢、高血圧の有無と共に有意で独
立した CKD の関連要因であることが明らかとされた。 
 本論文は、BPH は残尿量の少ない比較的早期の段階から CKD の進展に関与していることを示し
たものであり、CKD と BPH の臨床に寄与するものと考えられる。したがって、本研究は博士（医
学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
